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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムキッチンのカウンタートップに形成される開口の周縁に支持させるための外周
フランジ部が、コンロ本体の上端から外方へ向かって水平方向に張り出しているドロップ
インコンロを梱包する梱包構造において、
　前記コンロ本体の両側方に、前記外周フランジ部を水平に支持可能な一対の支持体が配
設され、
　前記支持体の底面から前記外周フランジ部を支持する支持面までの高さは、前記コンロ
本体の底面から前記外周フランジ部の裏面までの高さよりも高く設定されており、
　前記外周フランジ部を前記支持面に支持させたときの前記コンロ本体の下方には、前記
コンロ本体を支持可能な補助支持体が、前記コンロ本体の底面に対して所定の空間を介し
て配設されており、
　前記支持体は、段ボール紙を折り曲げて組み立てることにより、頂面、底面、及び両側
板を有する箱状又は筒状に構成されており、
　前記支持面は前記頂面に設けられると共に、前記補助支持体は、前記底面及び前記コン
ロ本体側に位置する前記側板の下部域を前記コンロ本体の下方へ張り出させて構成されて
いることを特徴とするドロップインコンロの梱包構造。
【請求項２】
　請求項１に記載のドロップインコンロの梱包構造において、前記支持体は、前記コンロ
本体に対して前後方向に開放する中空の矩形筒体とすると共に、一方の側板を共通とする
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上室と下室とに区画された構成とし、
　前記上室の高さは、前記コンロ本体の底面から前記外周フランジ部の裏面までの高さよ
りも高く設定されており、
　前記下室の前記一方の側板は、内板と外板の二重に形成されていると共に、前記外板が
上方に垂直に延長して前記上室の前記一方の側板を構成しており、
　前記下室の他方の側板は、前記上室の他方の側板よりも前記コンロ本体側へ突出してお
り、
　前記上室と前記下室とを上下に区画する区画板は、前記上室の下板と、前記下室の上板
とから二重に構成されていると共に、前記下室の前記上板は、前記上室の前記下板よりも
前記コンロ本体側へ延長して前記下室の前記他方の側板に連続し、
　前記上室の前記他方の側板が前記コンロ本体側に所定の隙間をおいて位置するように前
記支持体が配設されるとき、前記下室の、前記上室の前記他方の側板よりも前記コンロ本
体側へ突出させた突出部分は、前記コンロ本体の下方に位置するように設定されているこ
とを特徴とするドロップインコンロの梱包構造。
【請求項３】
　請求項２に記載のドロップインコンロの梱包構造において、前記上室と前記下室との間
には、補強板が設けられていると共に、前記下室の前記突出部分内には、補強部材が密に
挿入されていることを特徴とするドロップインコンロの梱包構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドロップインコンロの梱包構造、特に、コンロ本体の上端から外方へ外周フ
ランジが張り出している形式のドロップインコンロを保管又は搬送のために梱包する梱包
構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンロ本体をシステムキッチンのカウンタートップに設けた開口内に落とし込むと共に
、前記コンロ本体の上端から張り出させた外周フランジ部を、前記開口の周縁に支持させ
た吊り下げ状態で使用されるドロップインコンロを保管又は搬送する際に、外的衝撃から
保護した状態で梱包する梱包構造として、特開２００２－３０２１５５号に開示のものが
ある（特許文献１参照）。
【０００３】
　このものは、図５に示すように、前記コンロ本体(5)の左右にそれぞれ端面側パット(4)
が配設され、前記端面側パット(4)の底部(42)で前記コンロ本体(5)の底面部が支持された
構成となっている。又、このものでは、前記一対の端面側パット(4)の上端に架設させて
いる天板(51)の前方端辺部及び後方端辺部等を保護するために断面略Ｌ字状に形成された
一対の保護部材(40)が設けられているとともに、さらにこの上方には、天パット(43)が配
設されている。
【０００４】
　上記従来のドロップインコンロの梱包構造は、前記一対の端面側パット(4)、同じく一
対の保護部材(40)及び天パット(43)をコンロ本体(5)の各位置に組み付けた状態にて、外
箱(44)内に収納させる構成となっており、収納状態においては、前記コンロ本体(5)は、
一対の前記端面側パット(4)によって上下左右からの衝撃に対して保護されると共に、天
板(51)は、保護部材(40)及び天パット(43)によって保護された態様で、保管又は搬送が可
能となる。
【特許文献１】特開２００２－３０２１５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の梱包構造では、搬送の際に外箱(44)ごと落下させられる等し
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て、外箱(44)の下面に強い衝撃が加わった場合、前記コンロ本体(5)は、その底面部が端
面側パット(4)の底部(42)で支持された状態で外箱(44)内に収納されているから、下から
の衝撃による荷重は前記端面側パット(4)の底部(42)を介してコンロ本体(5)の底面が受け
ることとなる。
　ドロップインコンロは上記したようにカウンタートップの開口周縁に外周フランジ部(5
0)を支持させることにより、前記開口内にコンロ本体を吊り下げて使用される構成である
から、前記外周フランジ部(50)の強度は十分考慮されているが、コンロ本体(5)を構成し
ているケース体の強度は不十分であり、衝撃の大きさによっては、前記底面部が変形又は
損傷してしまうといった不都合がある。
【０００６】
　本発明は、『システムキッチンのカウンタートップに形成される開口の周縁に支持させ
るための外周フランジ部が、コンロ本体の上端から外方へ向かって水平方向に張り出して
いるドロップインコンロを梱包する梱包構造』において、コンロ本体の底面部に外的衝撃
を与えないように梱包できるようにすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
＊１項
　上記課題を解決するための本発明の技術的手段は、『前記コンロ本体の両側方に、前記
外周フランジ部を水平に支持可能な一対の支持体が配設され、
前記支持体の底面から前記外周フランジ部を支持する支持面までの高さは、前記コンロ本
体の底面から前記外周フランジ部の裏面までの高さよりも高く設定されており、
前記外周フランジ部を前記支持面に支持させたときの前記コンロ本体の下方には、前記コ
ンロ本体を支持可能な補助支持体が、前記コンロ本体の底面に対して所定の空間を介して
配設されており、
　前記支持体は、段ボール紙を折り曲げて組み立てることにより、頂面、底面、及び両側
板を有する箱状又は筒状に構成されており、
　前記支持面は前記頂面に設けられると共に、前記補助支持体は、前記底面及び前記コン
ロ本体側に位置する前記側板の下部域を前記コンロ本体の下方へ張り出させて構成されて
いる』ことである。
　上記技術的手段は次のように作用する。
　コンロ本体の両側方に、前記コンロ本体の底面から外周フランジ部の裏面までの高さよ
りも、外周フランジ部の支持部までの高さの方が高く設定された一対の支持体が配設され
ていると共に、補助支持体はコンロ本体の底面との間に所定の空間を有するように配設さ
れていることにより、前記コンロ本体の前記外周フランジ部を前記支持体に支持させたと
きには、前記コンロ本体は、前記支持体間に吊り下げられた態様となる。このように、コ
ンロ本体は、使用状態と同様に、外周フランジ部で支持されて吊り下げられた状態で梱包
されることから、前記梱包状態にて、例えば、下方から強い外的衝撃が加えられた場合に
、前記衝撃による下方からの荷重、及び、ドロップインコンロの重量による上方からの荷
重も、全て前記支持体が受けることとなる。そして、万一、前記支持体が損壊等により前
記外周フランジ部を支持できなくなった場合には、前記コンロ本体の下方に配設されてい
る補助支持体が前記コンロ本体の底面を受け止めて支持することとなる。このように、支
持体及び補助支持体がクッション材として機能することから、コンロ本体に衝撃の影響が
及ぶことはない。
【０００８】
　また、前記支持体は、段ボール紙を折り曲げて組み立てることにより、頂面、底面、及
び両側板を有する箱状又は筒状に構成されており、前記支持面は前記頂面に設けられると
共に、前記補助支持体は、前記底面及び前記コンロ本体側に位置する前記側板の下部域を
前記コンロ本体の下方へ張り出させて構成されているので、支持体及び補助支持体は共に
段ボール紙によって一体的に構成されており、支持体及び補助支持体にかかる荷重は、前
記段ボール紙製の箱又は筒が変形することにより一層吸収される。
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【０００９】
＊２項
　上記１項において、『前記支持体は、前記コンロ本体に対して前後方向に開放する中空
の矩形筒体とすると共に、一方の側板を共通とする上室と下室とに区画された構成とし、
　前記上室の高さは、前記コンロ本体の底面から前記外周フランジ部の裏面までの高さよ
りも高く設定されており、
　前記下室の前記一方の側板は、内板と外板の二重に形成されていると共に、前記外板が
上方に垂直に延長して前記上室の前記一方の側板を構成しており、
　前記下室の他方の側板は、前記上室の他方の側板よりも前記コンロ本体側へ突出してお
り、
　前記上室と前記下室とを上下に区画する区画板は、前記上室の下板と、前記下室の上板
とから二重に構成されていると共に、前記下室の前記上板は、前記上室の前記下板よりも
前記コンロ本体側へ延長して前記下室の前記他方の側板に連続し、
　前記上室の前記他方の側板が前記コンロ本体側に所定の隙間をおいて位置するように前
記支持体が配設されるとき、前記下室の、前記上室の前記他方の側板よりも前記コンロ本
体側へ突出させた突出部分は、前記コンロ本体の下方に位置するように設定されている』
ものでは、下室の内板、下室の上板、下室の他方の側板、下室の底板、前記内板に重なる
下室の外板が構成されるように段ボール紙を順に折り曲げることにより、下室が構成され
る。そして、前記外板を上方に延長させて、上室の一方の側板が構成されると共に、所定
高さにて水平に折り曲げて上室の上板が構成され、続いて上室の他方の側板、上室の下板
からなる上室を構成することにより、段ボール紙によって上室と下室に区画された中空筒
体状の支持体が形成される。
【００１０】
　支持体の前記一方の側板は連続する一枚の段ボール紙から構成されていると共に、他方
の側板は、上室と下室との区画板に沿って上下に分割されていると共に、前記下室を構成
している前記側板は、前記上室の側板よりも、コンロ本体側に突出して突出部分が形成さ
れている。
　尚、段ボール紙を溝に対して直角に折り曲げていくことによって、ドロップインコンロ
の重量に耐え得る強度を有する支持体を構成することができ、前記上室の高さは、コンロ
本体の高さよりも大きく設定されていることから、前記支持体で外周フランジ部を吊り下
げ状態に支持させた梱包状態においては、前記コンロ本体の両側方に支持体の上室が配設
され、前記コンロ本体の下方には、下室の前記突出部分が張り出した態様となる。この下
室の突出部分が前記補助支持体として機能する。
【００１１】
　この梱包状態で、下方から強い外的衝撃が与えられた場合、支持体には、前記衝撃によ
る下方からの荷重と、ドロップインコンロの重量に基づく外周フランジ部の両側片部分を
介する上方からの荷重とが同時にかかることとなり、これら荷重は、下室の底板及び上室
の上板を介して両側板へ伝達される。コンロ本体側に位置させている前記他方の側板は、
上下に分割された構成となっている上に、これに続き且つ上下室を区画している区画壁も
上下に分割された二重構造となっていることから、前記荷重がかかると、前記支持体は、
前記上室と下室との境界部分がコンロ本体側へ突出する態様に変形する。前記下室の前記
他方の側板の傾斜に伴って、前記下室の前記内板も同方向に傾斜させられ、前記下室は、
断面略平行四辺形状に変形させられることにより、前記荷重を吸収するクッション材とし
て機能する。さらに、上室でコンロ本体を支持仕切れなくなった場合でも、下室の前記突
出部分が補助支持体として機能して、コンロ本体を支持することができるから、コンロ本
体自体に衝撃が与えられることなく、前記下室の前記突出部分によって前記衝撃が受け止
められることとなる。
【００１２】
＊３項
　上記２項において、『前記上室と前記下室との間には、補強板が設けられていると共に
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、前記下室の前記突出部分内には、補強部材が密に挿入されている』ものでは、補強板を
挿入しておくことで、上室から下室に、又は、下室から上室に伝達される各種衝撃を、前
記補強板で吸収させて緩和させることができる。又、前記上室がコンロ本体を支持しきれ
なくなった場合に、前記コンロ本体は下室の突出部分で受け止められることとなるが、前
記突出部分には補強部材が密に挿入されていることから、前記突出部分はコンロ本体の重
量によって押し潰されることがない。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、上記構成であるから次の特有の効果を有する。
　外的衝撃は全て支持体又は補助支持体で吸収されるようにしたから、コンロ本体は確実
に保護され、梱包状態で強い外的衝撃を受けても、コンロ本体自体が不用意に変形したり
損傷したりする不都合を確実に防止することができる。
【００１４】
　また、支持体を段ボール紙で構成するようにしたから、コストダウンを図ることができ
る上に、撓み易いために大きな衝撃吸収力が期待できる。又、発泡樹脂製のものに比べて
処分し易く、又、リサイクルが可能である。
　２項のものでは、支持体に上室と下室とを分割させることにより、外的衝撃はクッショ
ン材として機能する下室によって吸収され、支持体における衝撃吸収力が向上する。さら
に、前記補助支持体として機能する前記下室の突出部分でコンロ本体の重量を受けること
ができるから、外的衝撃からコンロ本体を一層確実に保護することができる。
　３項のものでは、一層丈夫な支持体を構成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、上記した本発明の実施の形態を図面に従って詳述する。
　図１は、本発明実施の形態のドロップインコンロを梱包する梱包構造の分解斜視図であ
り、図２は本発明実施の形態の梱包構造に用いられる支持体の説明図、図３は、図２に示
した支持体を用いて、ドロップインコンロを吊り下げ状態に収納させた梱包状態を示す説
明図であり、図４は梱包状態において下方から外的衝撃が加わった場合を示す説明図であ
る。
【００１６】
　この実施の形態におけるドロップインコンロは、図１に示すように、３つのガスバーナ
(図示せず)を内蔵したコンロ本体(1)の上端から、システムキッチンのカウンタートップ
に形成されている開口の周縁に支持させるための外周フランジ部(10)を外方へ向かって水
平に張り出させた形式であり、前記外周フランジ部(10)の上面には、ガラス製の天板(12)
が載置されて使用される。尚、この実施の形態のドロップインコンロにおける外周フラン
ジ部(10)は、コンロ本体(1)の前後方向よりも左右方向に長く延長させた構成となってお
り、天板(12)は、外周フランジ部(10)に略一致する大きさ形状に構成されていると共に、
前記天板(12)には、前記ガスバーナの炎孔部(11)を露出させるための３つの開口(12a)が
形成されている。
【００１７】
　又、上記ドロップインコンロには、使用時にコンロ本体(1)や天板(12)に組み付けて使
用される五徳(13)や、排気ガード(14)や、バーナリング(15)やその他の附属部品等が具備
されており、前記コンロ本体(1)の前面には、グリル部(16)が備えられている。
　この実施の形態に係るドロップインコンロを梱包する梱包構造は、コンロ本体(1)の左
右両側方に配設されて前記外周フランジ部(10)の左右片が係止される一対の支持体(2)(2)
と、外箱(35)内において、コンロ本体(1)の前方及び後方に配設され且つ前後方向の位置
決めをする前パット(3a)及び後パット(3b)と、前記外周フランジ部(10)の前方に配設され
且つ外箱(35)内において外周フランジ部(10)の前方向の位置決めをする前上パット(3c)と
、前記外周フランジ部(10)の上面にその左右辺に沿って配設され且つ天板(12)を収納させ
るための浅い段部(30a)が内方に開放するように形成されている一対のプレート収納パッ
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ト(30)(30)と、天板(12)及び前記プレート収納パット(30)(30)の上方全域を被覆するよう
に載置される第１上パット(31)と、さらにその上方に配設され且つコンロ本体(1)の後方
側に配設される第２上パット(32)と、前記第２上パット(32)の前方に配設され且つ五徳(1
3)が収納される第３上パット(33)とからなる梱包材を用いる構成とする。
【００１８】
　前記第１上パット(31)の上面には、その左右辺に沿って、各種附属品が収納される上方
開放の収納室が複数並列状態に形成されてなる一対の左右パット(31a)(31b)が所定高さ突
設され、これら左右パット(31a)(31b)の間に、バーナリング(15)が保持される態様となっ
ている。又、前記第１上パット(31)の前辺に沿って、排気ガード(14)が収納される排気ガ
ード収納パット(34)が前記左右パット(31a)(31b)間に架設されている。
　又、第２上パット(32)の上面の前辺及び後辺に沿った位置には、一対の前後パット(32a
)(32b)が上方へ突出するように形成されている。後パット(32b)には、前記左右パット(31
a)(31b)と同様に、各種附属品を収納するための上方開放の複数の収納室が形成され、前
後パット(32a)(32b)の間には、五徳(13)の一つが収納される。
【００１９】
　さらに、第３上パット(33)の下面の前辺及び後辺に沿った位置には、一対の前後パット
(33a)(33b)が下方へ突出するように形成され、これら前後パット(33a)(33b)の間には、残
り２つの五徳(13)が収納される構成となっている。
　尚、前記第２上パット(32)の前後パット(32a)(32b)の高さと、第３上パット(33)の前後
パット(33a)(33b)の高さとは同一に設定されている。
【００２０】
　これら各梱包材は段ボール紙を折り畳んで組み立てられており、ドロップインコンロを
これら梱包材と共に外箱(35)内に収納させることにより、コンロ本体(1)は、外箱(35)内
において、前後左右さらには上下に位置決めされた状態に収納される態様となる。特に、
支持体(2)をコンロ本体(1)の高さよりも高く構成することにより、収納状態において、コ
ンロ本体(1)は、使用時と同様に、外箱(35)内において、吊り下げられた状態で収納され
ることとなる。
【００２１】
　以下、支持体(2)について説明する。
　前記支持体(2)は、所定の形状に裁断された段ボール紙を、段ボール紙の溝に対して直
角方向に順に折り曲げることにより、図２に示すように、上室(21)と下室(22)とを備え且
つ前後方向に開放する略矩形筒状体に構成されており、支持体(2)を構成している各垂直
面に沿って、前記段ボール紙の溝が走行する態様となっている。
　このような支持体(2)を構成するには、まず、底面の上板(22a)から、内板となる一方の
側板(22b)、上板(22c)、他方の側板(22d)、底面の下板(22e)が構成されるように段ボール
紙を端から折り曲げて、下室(22)を構成する。底面の下板(22e)を構成した後の段ボール
紙は、前記側板(22b)の外面に重なるように折り曲げられて、支持体(2)の一方の側面(20)
が構成される。
【００２２】
　この側面(20)は、前記下室(22)の一方の側板(22b)と重なった後、上方へ延長して上室(
21)の一方の側面を構成し、所定高さにて水平に折り曲げることにより、支持体(2)の頂面
(23)となる上室の上板(21a)が形成され、続いて他方の側板(21b)、さらには、前記下室(2
2)の上板(22c)の上面に、同じ段ボール紙からなる補強板(17)を介して重なり合う下板(21
c)が形成されて、上室(21)が構成される。
　尚、前記上室(21)の左右方向の幅は、下室(22)のそれよりも狭く設定されており、下室
(22)は、上室(21)の他方の側板(21b)よりも外方へ突出する構成となっている。この下室(
22)の突出部分が、補助支持体(2a)として機能する。
【００２３】
　側面(20)は、所定の形状に切り欠かれていることから、支持体(2)の前後端部と、前記
上室の上板(21a)を構成している中央部とで異なる高さの頂面が形成される態様となる。
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すなわち、前後端部においては、前記上室の上板(21a)よりも低い位置で水平に折り曲げ
られて、前後頂面(24a)(24b)が形成されると共に、さらに、上室の他方の側板(21b)に沿
って下方へ折り曲げられて、垂下板(25)(25)が形成された構成となっている。
【００２４】
　上述したとおりに組み立てられた支持体(2)のうち、重なり合う態様となっている下室(
22)の上板(22c)と前記補強板(17)と上室(21)の下板(21c)、上室(21)の他方の側板(21b)と
垂下板(25)、さらに、下室(22)の底面の上板(22a)と下板(22e)とには、それぞれ所定の形
状の折り曲げ片(26a)(26b)(26c)、同(27a)(27b)、さらに、同(28a)(28b)が折り重ねられ
るように設けられており、これら各折り曲げ片(26a)(26b)(26c) (27a)(27b)(28a)(28b)を
それぞれ重ね合わせて折り曲げておくことにより、各重なり部分のずれを防止している。
【００２５】
　上記構成の支持体(2)においては、一方の側面(20)は一枚の段ボール紙から構成される
態様となり、他方の側板は、上室(21)の側板(21b)と、下室(22)の側板(22d)とに前記補強
板(17)の差込位置で分割された態様となっている。
　又、前記上室(21)の高さは、ドロップインコンロのコンロ本体(1)の底面から外周フラ
ンジ部(10)の裏面までの高さよりも高く設定されており、前記上室(21)の左右方向の幅は
、コンロ本体(1)の側面から外周フランジ部(10)の端縁までの距離よりも狭く設定されて
いると共に、前記下室(22)の左右方向の幅は、コンロ本体(1)の側面から外周フランジ部(
10)の左右端までの距離よりも広く設定されている。
【００２６】
　上記構成の支持体(2)を用いて、ドロップインコンロを外箱(35)内に収納するには、ま
ず、支持体(2)(2)を、前記一方の側板(20)が外箱(35)の短辺側の内壁に接触するようにそ
れぞれ収納すると共に、前後パット(3a)(3b)を外箱(35)の長辺に沿わせてそれぞれ収納す
る。収納状態においては、前記支持体(2)の頂面(23)が前後パット(3a)(3b)よりも上方に
突出している態様となる。
　そして、前記支持体(2)がコンロ本体(1)の側方に位置し、且つ、前パット(3a)がコンロ
本体(1)の前方、後パット(3b)が後方に位置するように、ドロップインコンロを外箱(35)
内に収納する。これにより、図３に示すように、外周フランジ部(10)の両側片部が、支持
体(2)の頂面(23)にそれぞれ係止される態様となる。
【００２７】
　前記支持体(2)は、段ボール紙を溝に対して直角に折り曲げられていることにより、ド
ロップインコンロの重量に耐え得る強度を有する構造となっており、支持体(2)の、上室(
21)の高さ及び下室(22)の幅は上述したとおりであるから、コンロ本体(1)は、使用時と同
様、吊り下げられた態様で外箱(35)内に収納されると共に、コンロ本体(1)の下方には、
前記下室(22)のうち、上室(21)の他方の側板(21b)より突出している部分が、補助支持体(
2a)として位置することとなる。
　尚、この補助支持体(2a)内には、段ボール紙を横方向に複数枚重ね合わせて構成された
補強部材(18)が密に挿入されている。
【００２８】
　コンロ収納後、前上パット(3c)を外周フランジ部(10)の前端と外箱(35)との間に嵌め込
み、その上から、一対のプレート収納パット(30)(30)を載置し、前記プレート収納パット
(30)の段部(30a)内にガラス製の天板(12)の両端を嵌め込んで固定する。その後、天板(12
)の上に、第１上パット(31)を載置し、左右パット(31a)(31b)に形成されている各収納室
に、所定の附属部品を収納すると共に、左右パット(31a)(31b)間の所定位置に設けられて
いる一対の起立部(36)にバーナリング(15)を嵌め込んで固定させる。そして、左右パット
(31a)(31b)の前端近傍に、排気ガード収納パット(34)を架設させ、その中に排気ガード(1
4)を収納する。
【００２９】
　その他各種部品の収納が完了した時点で、第１上パット(31)の上方に、第２上パット(3
2)、第３上パット(33)を前後に配設させる。第３上パット(33)に形成されている２つの開



(8) JP 4139340 B2 2008.8.27

10

20

30

40

口にそれぞれ五徳(13)を収納すると共に、第２上パット(32)の後パット(32b)に設けた収
納室に、残りの附属部品を収納し、前パット(32a)と後パット(32b)との間の谷部に、もう
一つの五徳(13)を収納してドロップインコンロの梱包が完了する。
　上記した梱包状態において、外箱(35)ごと落下させる等、下方から強い外的衝撃が加え
られた場合、前記衝撃は、前記支持体(2)の下室(22)の底面を構成している上板(22a)及び
下板(22e)に伝わるが、支持体(2)の頂面(23)には、ドロップインコンロの重量が外周フラ
ンジ部(10)の両側片部を介して支持されているから、支持体(2)には、上下両方から荷重
がかかることとなる。
【００３０】
　前記支持体(2)の頂面(23)及び底面の上板(22a)及び下板(22e)にかかった荷重は、前記
一方の側面(20)と、他方の側板(21b)(22d)に伝わり、図４に示すように、一方の側面(20)
が外方へ膨らむ方向へやや変形すると共に、前記他方の側板(21b)(22d)も、コンロ本体(1
)側へずれる方向へ傾斜させられる。これに伴って、上室の下板(21c)と下室の上板(22c)
さらには、下室(22)の内板を構成している側板(22b)が同方向へ引っ張られ、下室(22)は
、略平行四辺形状に変形する。
【００３１】
　このように、支持体(2)の下室(22)が上記のとおり変形することにより、前記下室(22)
は、クッション材として機能し、大きな衝撃吸収力を得ることができる。
　又、梱包状態におけるコンロに、上方から外的衝撃が加わった場合でも、荷重は、第２
上パット(32)及び第３上パット(33)によってコンロの左右に分散させられることにより、
ガラス製の天板(12)の中央部分に荷重がかかる不都合がない上に、前記左右に分散された
荷重は、外周フランジ部(10)の左右両側片部を介して、支持体(2)に伝えられ、支持体(2)
で吸収されることとなるから、本発明の実施の形態にかかる梱包構造により梱包されてな
る被梱包物に対して、上下どちらの方向から外的衝撃が加えられた場合であっても、天板
(12)やコンロ本体(1)が損傷される不都合を確実に防止することができる。
【００３２】
　さらに、強い衝撃によって、上室(21)が崩壊してしまい、コンロ本体(1)を支持しきれ
なくなった場合、前記コンロ本体(1)は、図４の二点鎖線で示すように、下室(22)の突出
部分、すなわち、補助支持体(2a)で受け止められることとなる。この補助支持体(2a)内に
は、補強部材(18)が密に挿入されていることから、コンロ本体(1)の重量によって押し潰
されることがない。
　このように、コンロ本体(1)は、通常は支持体(2)で支持されていると共に、万一、支持
体(2)の上室(21)が崩壊してしまっても、コンロ本体(1)は下室(22)の補助支持体(2a)がク
ッション材となって下方から受け止められることとなるから、コンロ本体(1)が外的衝撃
によって変形したり破損したりすることがない。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明実施の形態のドロップインコンロを梱包する梱包構造の分解斜視図。
【図２】本発明実施の形態のドロップインコンロの梱包構造に用いられる支持体の斜視図
。
【図３】図２に示した支持体を用いて、ドロップインコンロを吊り下げ状態に収納させた
梱包状態を示す説明図。
【図４】図３の梱包状態において上方から外的衝撃が加わった場合を示す説明図。
【図５】従来の梱包構造の説明図。
【符号の説明】
【００３４】
(1) ・・・・コンロ本体
(10)・・・・外周フランジ部
(2) ・・・・支持体
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